
　

将
来
に
わ
た
り
、
安
全
で

お
い
し
い
給
食
を
提
供
し
続

け
て
い
く
た
め
に
、
長
寿
命

化
の
そ
の
先
を
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

老
朽
化
し
た
小
学
校
給
食
を

順
次
セ
ン
タ
ー
方
式
に
移
行

し
、
最
終
的
に
全
て
の
給
食

を
一
括
し
て
調
理
、
配
送
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
あ
る

資
産
を
有
効
活
用
し
、
最
少

の
経
費
で
運
用
で
き
る
と
考

え
る
が
、
教
育
長
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

　

【
教
育
長
】
今
後
、
学
校

　

気
候
変
動
の
影
響
に
よ
る

被
害
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
、

気
候
非
常
事
態
を
宣
言
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　

本
市
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
い
せ
は
ら
の
表
明
に
続

き
、
い
せ
は
ら
気
候
非
常
事

態
宣
言
を
表
明
し
、
市
民
、

事
業
者
等
と
危
機
意
識
の
共

有
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

【
市
長
】
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
宣
言
と
気
候
非
常
事

　

教
育
施
設
と
し
て
の
性
格

以
外
に
災
害
時
の
避
難
所
と

し
て
の
役
割
が
あ
る
学
校
施

設
の
ト
イ
レ
の
改
修
、
洋
式

化
は
優
先
度
の
高
い
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
。
ト
イ
レ
の

改
修
、
洋
式
化
の
現
状
と
今

後
の
計
画
、
予
算
規
模
に
つ

い
て
確
認
し
た
い
。

　

【
教
育
部
長
】
令
和
３
年

11
月
末
現
在
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
の
割
合
は
、
小
中
学
校

全
体
で
校
舎
は
約
６
割
、
体

育
館
は
約
５
割
と
な
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
洋
式
化
を
中

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
の
新

た
な
計
画
に
お
い
て
、
環
境

に
配
慮
し
、
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
さ
ら
な
る
ご
み
の

減
量
化
・
資
源
化
を
推
し
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

日
本
共
産
党

小
中
学
校
、
体
育
館
の
ト
イ
レ
を

早
期
に
改
修
し
洋
式
化
せ
よ

川
添　

康
大

で
、
市
は
10
年
後
に
大
規
模

改
修
が
必
要
だ
と
認
識
し
て

い
た
の
か
。

　

【
健
康
づ
く
り
担
当
部
長
】

　

使
用
状
況
や
日
頃
の
維
持

管
理
状
況
、
ま
た
、
部
分
的

に
行
う
補
修
の
効
果
な
ど
に

よ
り
耐
用
年
数
は
前
後
す
る

と
考
え
る
。
供
用
開
始
時
点

に
お
い
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
劣
化
が
実
際
に
ど
の
よ
う

に
進
む
か
、
ま
た
、
供
用
開

始
後
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
伴
う

利
用
頻
度
な
ど
、
不
確
定
な

要
素
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

必
ず
し
も
10
年
後
に
大
規
模

修
繕
を
位
置
づ
け
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

な
お
、
供
用
開
始
か
ら
お

お
む
ね
10
年
後
の
平
成
28
年

度
に
は
、
特
に
劣
化
が
著
し

い
部
分
の
人
工
芝
１
５
８
㎡

を
張
り
替
え
た
経
過
が
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
振

　

り
返
っ
て

　

砂
入
り
人
工
芝
コ
ー
ト
の

耐
用
年
数
は
10
年
程
度
と
あ
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小
学
校
給
食
施
設
の
老
朽
化

問
題
に
つ
い
て

大
山　
　

学　
　
　
　

る
が
、
と
う
に
過
ぎ
て
い
る
。

平
成
17
年
の
供
用
開
始
時
点

ま
え
た
計
画
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
新
た
な
計
画
の
推

計
値
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
の
少
な
い
令
和
元
年
度
ま

で
の
値
か
ら
将
来
推
計
し
、

令
和
８
年
度
を
中
間
目
標
、

令
和
13
年
度
を
最
終
目
標
と

し
て
、
総
ご
み
排
出
量
、
資

源
化
率
、
そ
し
て
、
現
行
計

画
の
焼
却
対
象
量
を
可
燃
ご

み
排
出
量
に
変
え
た
３
つ
の

数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

態
宣
言
は
、
い
ず
れ
も
気
候

変
動
を
防
ぐ
た
め
の
地
球
温

暖
化
対
策
で
あ
り
、
目
指
す

と
こ
ろ
は
同
じ
と
考
え
る
。

　

本
市
で
は
、
市
民
や
事
業

者
と
一
体
と
な
り
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
と
気
候
非
常
事
態
宣
言
の

理
念
を
取
り
込
ん
だ
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
い
せ
は
ら
を

表
明
し
た
。
今
後
、
気
候
異

常
事
態
宣
言
の
理
念
を
受
け

止
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

い
せ
は
ら
未
来
会
議

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
と
公
共

施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

相
馬　

欣
行

の
適
正
規
模
、
適
正
配
置
、

あ
る
い
は
学
校
が
地
域
と
ど

の
よ
う
に
結
び
つ
き
、
教
育

を
行
っ
て
い
く
の
か
、
そ
う

い
う
学
校
の
在
り
方
な
ど
を

検
討
す
る
時
期
に
な
る
と
思

う
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
給

食
室
の
建
て
替
え
を
見
据
え
、

給
食
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い

　

て

　

【
経
済
環
境
部
長
】
新
た

な
計
画
で
は
、
廃
棄
物
の
発

生
防
止
、
削
減
、
再
生
利
用

お
よ
び
再
利
用
に
よ
り
、
廃

棄
物
の
発
生
を
大
幅
に
削
減

す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
も
踏

心
と
し
た
ト
イ
レ
の
環
境
改

善
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

現
在
、
策
定
中
の
学
校
施

設
個
別
施
設
計
画
に
お
い
て
、

今
後
５
年
間
の
ト
イ
レ
改
修

に
つ
い
て
、
小
中
学
校
９
校

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
実
施
す

る
計
画
と
し
て
お
り
、
実
施

後
の
洋
式
化
の
割
合
は
小
中

学
校
全
体
で
、
校
舎
は
約
７

割
、
体
育
館
は
約
６
割
と
な

る
。
ま
た
、
当
該
計
画
に
お

け
る
ト
イ
レ
改
修
に
か
か
る

経
費
は
５
年
間
で
約
６
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

第
６
次
総
合
計
画
の
中
で
、

各
地
域
の
人
口
推
移
予
測
な

ど
か
ら
、
公
共
施
設
の
在
り

方
を
検
討
、
調
整
し
進
め
る

こ
と
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
る
。
都
市
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
、
人
口
推
計
か
ら
考
え

ら
れ
る
公
共
施
設
の
方
向
性

に
つ
い
て
見
解
を
聞
き
た
い
。

　

【
行
政
経
営
担
当
部
長
】

　

将
来
の
人
口
減
少
や
超
少

子
高
齢
化
社
会
を
踏
ま
え
た

公
共
施
設
の
統
廃
合
・
多
機

能
化
・
複
合
化
等
は
、
市
民

生
活
や
都
市
活
動
に
係
る
都

市
機
能
を
、
市
民
が
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
場
所
や
地
域
の

中
心
と
な
る
場
所
に
ま
と
ま

り
よ
く
配
置
す
る
こ
と
で
、

各
種
都
市
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

的
な
提
供
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ら
が
相
互
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
す
る
こ
と
で
、
市
民
の

生
活
利
便
な
ど
を
高
め
て
い

く
「
集
約
型
都
市
」
の
考
え

方
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ

り
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
の
見
直
し
作
業
の
中
で
、

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す

る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

い
せ
は
ら
進
誠
会

本
市
に
お
け
る
地
域
共
生
社
会
へ

の
取
組
に
つ
い
て

山
田　
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創
政
会

地
球
規
模
の
災
害
を
防
止
す
る

た
め
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
を

長
嶋　

一
樹

い
せ
は
ら
未
来
会
議

市
ノ
坪
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

早
期
大
規
模
改
修
を橋

田　

夏
枝

　

市
民
文
化
会
館
で
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
先
が
見
え
な
い
中
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
ラ
イ
ブ

配
信
を
希
望
す
る
場
合
、
そ

の
都
度
、
実
施
者
が
回
線
契

約
を
締
結
し
、
有
線
ケ
ー
ブ

ル
を
使
用
場
所
ま
で
敷
い
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
回
線

を
常
設
す
る
考
え
は
な
い
の

か
聞
き
た
い
。

　

【
市
民
生
活
部
長
】
県
内

の
文
化
会
館
お
よ
び
そ
の
類

似
施
設
で
は
ラ
イ
ブ
配
信
用

の
回
線
設
備
等
を
常
設
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
ま
だ

整
備
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
需
要
は
あ
る
も

の
の
、
整
備
さ
れ
な
い
の
は
、

工
事
費
等
が
高
額
に
な
る
こ

と
や
、
通
信
が
途
絶
え
た
場

合
の
補
償
問
題
等
の
整
理
が

難
し
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　

今
後
、
需
要
が
高
ま
り
、

ラ
イ
ブ
配
信
用
の
機
器
整
備

を
行
う
施
設
が
増
加
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
整
備
の
必
要
性
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
伊
勢
原
駅
北
口
周
辺
地
区

　

駅
前
再
開
発
に
つ
い
て

　

ほ
か

ィ
い
せ
は
ら
の
実
現
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
市
民
が
安
心
で
き
る
地
域

　

医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い

　

て
創
政
会

コ
ロ
ナ
禍
の
環
境
変
化
に
お
け
る

公
共
施
設
の
目
指
す
べ
き
姿

夛
田　
　

嚴　
　
　
　

　

地
域
社
会
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
は
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
、
生
活
困

窮
者
な
ど
の
就
労
や
社
会
参

加
の
機
会
を
提
供
す
る
資
源

で
も
あ
り
、
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
生
き
が
い
も
生
ま

れ
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
、
市
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

【
保
健
福
祉
部
長
】
ふ
れ

あ
い
ミ
ニ
デ
イ
（
サ
ロ
ン
）

の
開
設
や
運
営
の
支
援
な
ど
、

高
齢
者
が
地
域
で
健
康
に
生

き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き

る
取
り
組
み
や
、
一
般
就
労

が
困
難
な
障
が
い
者
に
働
く

場
所
を
提
供
し
、
就
労
に
必

要
な
訓
練
を
行
う
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

相
談
に
お
い
て
、
助
言
、
情

報
提
供
を
行
う
等
の
取
り
組

み
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
福
祉
施
策
と
、

地
域
が
抱
え
る
課
題
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
が
ど
の
よ
う
に
で

き
る
か
、
限
ら
れ
た
地
域
資

源
の
中
で
持
続
可
能
な
地
域

共
生
社
会
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
関
係
部
署
が

連
携
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
必
要

と
考
え
る
。

え
る
。

　

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

来
年
度
改
定
す
る
環
境
基
本

計
画
の
中
で
、
自
然
的
、
社

会
的
条
件
等
、
基
本
的
事
項

の
検
討
、
排
出
量
の
把
握
、

削
減
目
標
の
決
定
、
具
体
的

措
置
を
検
討
項
目
と
し
、
計

画
策
定
に
向
け
議
論
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

◎
栗
原
川
の
水
が
れ
問
題
に

　

つ
い
て

　

低
炭
素
社
会
か
ら
脱
炭
素

社
会
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、

本
市
に
お
い
て
も
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
い
せ
は
ら
を
宣

言
し
た
が
、
脱
炭
素
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
確
認
し

た
い
。

　

【
経
済
環
境
部
長
】
脱
炭

素
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
世
代
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
、
持
続
可
能

な
社
会
が
構
築
さ
れ
る
と
考
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新
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計
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